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      平成２５年度  事 業 報 告 

   

２０２０年東京オリンピック開催決定、景気の回復基調など平成２５年度は 

スポーツ界にも追い風が感じられる１年となりましたが、当連盟にとりましても 

何かと話題の多い１年でした。 

 先ず、第６８回国体近畿ブロック大会では、少年選手１名が大会直前に出場 

辞退という前代未聞の事態が発生したこともあり、まさかの第５位に終わり、本 

国体へは監督選手５名、馬２頭の派遣にとどまりました。国体最終日の成年六段障

害飛越競技で田中和真選手が第３位に入賞いたしました。 

 第３８回 兵庫県親善馬術大会において、第１回ひょうごグランプリ・ドレッサ

ージユ（奨励金総額２００万円）、および第１回兵庫インドア・グランプリ（奨励金

総額３００万円）をそれぞれ１０、１１月に開催いたしました。馬場馬術競技会に

は８６頭（２５０鞍）、障害飛越競技会は１３０頭（５７７鞍）の参加を得ました。     

 この大会には独立行政法人日本スポーツ振興センターよりくじ助成を受け、盛大

に開催することができました。 

 また、(公社)日本馬術連盟の要請に基づき、当連盟倫理委員会の設置を決定、委

員長に三木則夫副会長を選任、平成２６年４月１日より発足すべく、規程の整備に

努めました。 

 平成２７年に和歌山国体馬術競技が三木ホースランドパークで開催されることか

ら、和歌山県馬術連盟の要請を受け、競技運営を当連盟が全面的に支援することに

なり、支援業務受託契約の締結に向けて協議を重ねました。 

 なお、我が国におけるスポーツ団体の公益法人化の流れに沿って、当連盟も平成

２６年４月１日より公益財団法人として発足すべく会議を重ね、申請書を提出しま

した。 

 

１．会員の状況 

 正会員数 成年会員数 少年会員数 賛助会員 日馬連登録会員数 

平成２５年度   ３２  ２７６   ５１  １０    ２５８ 

参考（H２６）   ３２  ２７３   ４１ １２＋４    ２６７ 

  平成２６年１月に入会１クラブ：ウィングファーム 

  平成２６年３月末付けで退会１クラブ：ラッキースターランチ 

 ２．主催競技会の開催 

  ① 第４０回近畿馬術大会（Ⅰ）障害飛越競技（☆☆） 

    期 日 ： 平成２５年５月１７日～１９日 

    会 場 ： 三木ホースランドパーク （１６３頭・１７６名・６２９鞍） 
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  ② 第 40回近畿馬術大会（Ⅱ）馬場馬術競技（公認） 

    期 日 ： 平成２５年５月２６日～２７日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（１０５頭・１２８名・２８５鞍） 

  ③ 第６７回兵庫県民大会 

    期 日 ： 平成２５年６月２２日～２３日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（６１頭・８４名・１９８鞍） 

  ④ 第３８回兵庫県親善馬術大会（Ⅰ）馬場馬術競技（公認） 

    期 日 ： 平成２５年１０月１９日～２０日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（８６頭・９３名・２５０鞍） 

  ⑤ 第３８回兵庫県親善馬術大会（Ⅱ）障害飛越競技（☆） 

    期 日 ： 平成２５年１１月２９日～１２月１日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（１３０頭・１３７名・５７７鞍） 

  ⑥ 第３９回兵庫県新春馬術大会 

    期 日 ： 平成２６年１月１１日～１２日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（６５頭・８３名・１９２鞍） 

  ⑦ ひょうごスプリングホースショー２０１４（Ⅰ）馬場馬術競技（公認） 

    期 日 ： 平成２６年３月８日～９日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（８７頭・１１１名・２４５鞍） 

  ⑧ ひょうごスプリングホースショー２０１４（Ⅱ）障害飛越競技（☆☆） 

    期 日 ： 平成２６年３月１４日～１６日  

    会 場 ： 三木ホースランドパーク（１５７頭・１９５名・７０１鞍） 

 

３．講習会 

平成２５年度近畿地区審判・指導者講習会を三木ホースランドパークにおい 

て平成２６年２月１５～１６日に実施し、約６０名の参加を得ました。 

 

４．その他の事業 

   平成２５年５月に開催された関西学生馬術連盟主催の第４８回全関西学生馬

術連盟に協賛しました。 

 平成２６年３月２９日・３０日、志方西部乗馬倶楽部主催の加古川市親善馬

術大会に協賛し、審判員を派遣しました。 

 

 ５．国体関係事業 

   クレインオリンピックパークで開催（奈良県担当）された近畿ブロック大会  

  に選手１１名馬匹８頭を参加させ５位となり、東京国体に４選手２馬匹を派遣

することができました。天皇杯２８位、皇后杯２７位（含む１種目に３位）に
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なりました。（成績の詳細は別添）また、ホームページ（http://hyogobaren.jp）

上にも掲載しています。 

 

 ６．選手強化・育成事業（兵庫県体育協会補助事業） 

  ① 国体選手強化事業（三木ホースランドパークにて） 

    県外指導者招聘（中野義弘氏６回・北原広之氏１回）強化練習 

     ５月１１・１２日（中野）   １０選手・１０馬匹 

     ６月８・９日  （中野）    ８選手・８馬匹 

     ６月１４～１６日（北原）    ５選手・４馬匹 

    １１月２３・２４日（中野）    ９選手・９馬匹 

    １２月２１・２２日（中野）    ７選手・７馬匹 

     １月１８・１９日（中野）    ９選手・７馬匹 

     ３月２１・２２日（中野）   １３選手・１２馬匹 

  ② スーパージュニア育成塾（Ｕ－１５）①の事業と合同練習 

    ゴールデンエイジ乗馬教室の開催 （しあわせの村馬事公苑にて） 

      ７月２７・２８日 

      ８月２４・２５日 

      ９月２１・２２日 

     １２月２１・２２日         ４回の実施 

 

 ７．会議 

  評議員会は平成２５年６月１２日、１２月３日の２回開催しました。 

  理事会は平成２５年６月１２日、１２月３日、平成２６年３月１１日の３回、 

 開催しました。 

 

 ８．役員（平成２６年６月９日現在） 

   評議員  

    阪本鉄也、桜井尚子、中島敏弘、長沼秀一、稗田龍馬、三木基司、 

    森晴義、森岡秀泰 

   理事 

    今村秀樹 代表理事（会長） 

    井上克孝、三木則夫、門清貴、伊藤政男（以上副会長） 

山﨑由紀子代表理事（理事長）、岡本正義、山西商平、平井友和、平山一哉 

   監事 

    尾崎伸、兼子信幸 

                           以上            


